
日時：2012 年月 11 月 21 日（水）13:30-17:00 

2012 年 11 月 28 日（水）9:00-16:00 

場所：長浜市大成亥町 1260 番地 

 
保育園から歩いていくと、お寺のお庭の大きな銀杏の木がみんなを迎えてくれました。黄金色に光る葉

っぱと、特有のにおいがするギンナン。それ以外にもまだまだお庭にはたくさんの自然が隠れています。

秋の自然を感じながら、もうすぐやってくるクリスマスにも想像を広げて、プログラムを作成しました。 

（対象：年長児 20 名） 
 

1 日目は講座、下見とプログラムづくり、2 日目は作成したプログラムの実践とふりかえりです。講

座の一部を紹介します。  講師 島川武治（しまっち）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

葉っぱで変身！テンプルレンジャー！！ 

集めた葉っぱをベルトをつけて、テンプルレンジャーに

変身した子どもたち。さて、悪人を倒せるでしょうか？

突然現れた怪人しろんぼー、白い体は葉っぱを引っ付け

ると弱っていきます。子どもたちは勇気を振り絞って、

葉っぱを貼り付けていきます。見事しろんぼーをやっつ

けた子どもたち。葉っぱのすごさを知りました。 

イチョウの

葉っぱはき

れいだね。

いっぱい拾

おう！ 

ギンナンは

ちょっと匂

うなぁ 

テンプルレ

ンジャーに

変身完了。 

葉っぱをベ

ルトにはっ

て変身だぞ

ー！ 

怪人しろん

ぼーが現れ

た！ 
怖いけど、

勇気を出し

て、やっつ

けるぞ 

しろんぼー

めっ！葉っ

ぱを引っ付

けて。引っ

付けて、ど

うだ、参っ

たか！ 

幼児自然体験型環境学習「良いイメージを伝えよう」 

環境学習には、被害など悪いものを見せたり、体験することによっ

てそれをどう改善するかを学習するプログラムと、良いものや美しい

ものを見たり、体験することによって今後もそのようなことができた

り、そのようなものを残せるようにするにはどうすればよいかを学習

するプログラムがある。 

大半の大人は幼少期の豊かな自然体験を覚えていることからも幼

少期においては、後者のかたちで環境学習をすすめていく必要性を感

じる。なぜなら、良いもの見たり、楽しくかけがえのない体験をした

りしていないと、自分たちの住む地域や地球を守るという意識は芽生

えないと考えるからである。その意識がめばえることやその過程での

プログラムが「生きる力」につながるであろう。 

 

みんなで

ルーペを

使って、

木の観察 

み ん な

で、銀杏

の葉っぱ

を お 空

へ。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ちょっぴりはやい クリスマス 

いろんな葉っぱがある面白さに気づいた子どもたち。お庭

にあるいろんな葉っぱを集めて、少し早いクリスマスツリ

ーづくりを行いました。黄色に茶色に、緑に、色も形も大

きさも様々な葉っぱをたくさん集めて。最後は葉っぱが雪

になってお空から降ってきます。 

いろんな葉

っぱをたく

さん集める

と、こんな

ツリーが出

来たよ 

いろんな葉っぱが集まったね。 

みんなでツリーを作ろうよ！ 

葉っぱを真ん中に集めて。。。 

いくよ！せーのーでっ！ 

メリークリスマス！ 

お空へ飛んでいけっ！ 

プログラムを終えてのふりかえりから 

・しろんぼうの登場によって、逃げられる子ども、固まってしまう子どもがいた。そのよう

な子どもの行動を見ることで、防災の観点から子どもがどのような動きをするか把握する

ことができる。 

・保育者の言葉掛けによって、子どもの集めるものが異なっていた。言葉掛けが大事と感じ

た。 

・自然物でこんな飾りができることに気づけた。子どもも気づいてもらえたか。 

・遊びの説明時に、実物を子どもに見せて葉っぱを集めるようにすると、子どもがイメージ

しやすかったのではないか。 

・自園の子どもが多様な動きをしていることを改めて見ることができた。 


